
～持続可能な社会とお客様と共にある企業であるために～

NIINUMA GroupはSDGsに取り組んでいます。

JICA 中小企業・SDGs ビジネス支援事業

「応募に向けた企画書作成のコツセミナー」

2021年11月4日（木）

Yen Bai省Mu Cang Chai県の棚田



• 日本の優れた技術や製品等を途上国の開発課題解決につなげる

• 企業の海外展開により、日本経済の活性化も兼ねて実現する

• 全国の企業が広く活用することで、地域経済活性化にも役立つ

⇒対象国も、多くが地域の課題として捉えている

中小企業・SDGs ビジネス支援事業の応募に向けて



商号：ニイヌマ株式会社

創業：1913年 設立：1961年

資本金：50,000,000円

代表取締役：新沼 利英

従業員数：65名

【宮城本社】 宮城県石巻市門脇字元浦屋敷2-20

【関東事業所】 埼玉県八潮市大曽根1503－1

【エヌファーム】 宮城県石巻市蛇田字新浜江場8-3G棟

【ベトナム拠点】 ハノイ市バーディン区

会社概要



会社概要

金物販売事業

建設資材・土木資材・金物等、現場のニーズに合った商品を取

り揃えております。南光台金物グループとの業務提携により、

宮城県内８店舗すべてで伝票にて資材の購入ができます。

福祉事業

宮城県を中心に展開。バリアフリー向けの住宅改修工事を行い

ます。年間600棟の施工実績があります。宮城県内ではデイ

サービス事業も展開しております。

LED照明事業

LED照明「クレア」を中心に、使用される用途に合わせて最適

な照明をご提案します。さらに設置工事・保守までトータルで

サポートします。

農業事業

アイメック農法で栽培した「まきいしトマト」の生産販売を

行っています。糖度８以上のとても甘いトマト。贈答用として

高い人気を博しています。

生ごみ処理事業

強アルカリ性質を利用した分

解型生ごみ処理機「ショリ

オ」の製造を行っています。

電気工事事業

LED照明の改修工事を中心に

高圧受変電設備改修工事等

様々な電気工事を承ります。

組立代行・物流事業

希望に応じた組立作業や検品、

梱包などのご依頼にも柔軟に

対応します。

イノベーション事業

焼成カルシウムを使用した除

菌抗菌スプレー「LOHA 

Smile」の製造・販売



海外事業と申請の経緯

• 2014年 シンガポール支店設立で海外初進出

• 2015年 タイの販売代理店と独占販売契約

• 2017年 ベトナムの販売代理店と取引開始

• 2019年 ベトナム現地法人設立（初の現地法人）



• 2018年10月

ベトナムへの進出にあたっては、七十七銀行様が現地アテンド

定期的なヒアリングから弊社の事業内容をよく把握していただいていた

• 2020年

当時の駐在の方が帰任後に、中小企業・SDGs ビジネス支援事業の紹介を受ける

• 2020年7月

大和総研様をご紹介いただき、第一回の打ち合わせを実施

海外事業と申請の経緯



ベトナム国太陽光発電・蓄電機材及びクラウド型IoT監視システムの普及・実証・ビジネス化事業

重点分野：成長と競争力強化

開発課題：経済インフラ整備・アクセスサービス向上

ベトナム国

国別開発協力方針

契約～約２年半（コロナ渦の状況により、期間変更する可能性あり）

約１億円

ハノイ市／イェンバイ省

実施計画期間

事業費概算額

対象地域

採択・実施事業



蓄電池から抽出したいデータ
・太陽光パネルの時間別発電量（1時間毎データ）
・蓄電池の蓄電量（1時間毎データ）
・蓄電池からの出力ワット量データ（1時間毎データ）
・GPS管理（蓄電池の場所管理）

クラウドへデータを飛ばす（6時間1回？）

クラウドへアクセス
（累積1年分のデータ参照）
権限がそれぞれ違う

YenBai省
全台数の年間データを

把握可能

Mu Cang Chai県
Mu Cang Chaiエリアの
年間データを把握可能

採択・実施事業



採択・実施事業



応募に向けた企画書作成のコツ

• 「基礎調査・案件化・普及実証ビジネス化事業」どれが適切か

• 出来る限り少数精鋭で取り組むこと

• 現地の開発課題や状況をよく把握すること

• 自社製品がその国の開発課題解決に貢献できること

• 申請する事業に対して、情熱を絶やさないこと



応募に向けた企画書作成のコツ

• 企画書の書き方・図をどこまでつけるか、納得できる資料作りが難しい

• 自分たちがやりたいと思うことをしっかり企画書に盛り込むこと

• 通るための企画書はやめる

• 開発課題にマッチしていないとビジネス化事業はとても高い壁



応募に向けた企画書作成のコツ

• 現地の情報をどのように取ることができるか（現地の方と）

• 定量的数字・情報の取得と案件の説明に時間がかかる

• 口約束がとにかく多い。しつこく裏付けを取ること

• 現地の方々を信頼し、ともに発展するという思い



• 中小企業では、専任を置かず兼務が普通

• 頻繁に打合せを行い信頼関係を築くこと

• 公的機関案件の申請において、不慣れなケースが多い

• 提案企業は現地状況確認や製品の有用性について全力で！

コンサルタント活用方法



• 本事業を展開するうえでの金融・資金面の支援

• 現地の銀行に出向していることで、現地情報を取得したり資金調達、

決済および金融規制面にかかる調査・助言をしてもらえる

• 会計、税務、労務においても日越両面から支援できる

• 事業実施国と日本の地域企業の橋渡しにつながる

地域金融機関連携枠について



• 日本と途上国の関係は大型のODAへの依存が圧倒的

• SDGsの目標であるビジネス拡大と社会貢献の両面を実現

• 日本企業の価値向上と途上国での立ち位置確保は必須

• どちらかがえらいわけではない。ともに発展するために！

最後に



ベトナムの地方写真



ベトナムでのロビー写真



～持続可能な社会とお客様と共にある企業であるために～

NIINUMA GroupはSDGsに取り組んでいます。

JICA 中小企業・SDGs ビジネス支援事業

2021年11月4日（木）

＜案件問い合わせ先＞
ニイヌマ株式会社

海外事業部 箕輪 佑耶

048-951-1041

minowa@niinuma.jp

mailto:minowa@niinuma.jp

